
 守るべきことを全員で確実に 

                              校 長  古屋 澄人 

子どもたちの元気な声が学校から聞こえなくなって 2 か月が過ぎようとしています。5

月 7、8 日も臨時休業となり、改めて学校という本来の役割を果すことができないこの状

況に子どもたちのために何ができるのかを職員と共に日々考えを巡らせています。 

 

今までに経験のない状況の中で保護者の皆様には困惑と不安な日々を送られているか

と思いますが、それ以上に不安やストレスを感じている子どもたちも多いかと思います。

休校期間中に実施した健康状況のアンケートでは、運動不足や不規則な生活、そしてな

によりも学習面での不安や学習課題の取り組ませ方についてのご意見をいただきました。

学習については 11 日以降も臨時休校が継続される場合は、教科書の活用を含めた学習課

題を作成し、購入済みのドリルも配付して取り組みやすいようにします。 

 

健康状況についても引き続き確認いたします。ご回答の内容によっては、学校から各

ご家庭に連絡し様子を伺います。学習面や生活面に限らず気になることや不安なことが

ありましたら、どうぞ学校にご一報ください。また、学校カウンセラーとの教育相談は予

定通り実施いたします。ぜひ、ご活用ください。  

 

今、学校に求められていることは、子どもたちの心を含めた健康や学習についての不

安を取り除き、安定的に学校生活を送ることができるために、確実に準備していくこと

だと考えます。いつでも学校が再開できるように、子どもたちの安全を第一に考え、三つ

の「密」が重なる環境を可能な限り作り出さない工夫を保護者の皆様にお知らせできる

ように準備をしていきます。  

 

紛争が絶えない国では、全員が守るべき約束事を全員が守らないと自分たちの命を守

ることができないと聞いたことがあります。新型コロナウイルス感染症の感染拡大を防

ぐために、さまざまな対応策が報じられています。３つの「密」を避ける行動をまずは私

たち大人が実践することが求められています。「昭和の日」は、各地の観光地から人の姿

が消えたという報道がありました。学校教育活動だけでなく社会生活を持続可能にする

ためにも、私たち大人が「守るべきことを全員で確実に守る」ことを徹底していきたいで

す。明日から連休に入りますが、引き続き保護者の皆様には子どもたちの健康面での配

慮をお願いいたします。  
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学校にはいろいろなものがあります。学校のどこにあるかわかりますか？  

学校が再開
さいかい

したときに、ぜひ、確認
かくにん

してみてください！！  
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